
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況を

　レーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【分析】

「学力向上改善プラン」における、各学年の定着目標の設定及び基礎学力の定着を図る学期末等の確認テストの実施

児童質問紙

「先生は、授業やテストで間違えたところや、
理解していないところについて、分かるまで
教えてくれている」と回答した児童の割合
が、全国及び全道を上回っている。

○ 「算数の授業で学習したことは、将来、社会
に出たときに役に立つ」と回答した児童の割
合が、全国を上回っている。

○

◎ 家庭学習の習慣化を目指す「音読」の取組の推進と音読の質の向上に向けた「音読カップ」の開催

学校質問紙
○ 「算数の指導として、実生活における事象と

の関連を図った授業を行った」と回答した学
校の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

「習得・活用及び探究の学習過程を見通した
指導方法の改善及び工夫をした」と回答した
学校の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

○ 算数の指導として、実生活における事象との関
連を図った授業を行ったことにより、「算数の授
業で学習したことは、将来、社会に出たときに
役に立つ」と回答した児童の割合が全国を上回
るとともに、算数の「図形」で全国を上回り、「数
量関係」で全道を上回る結果につながったと考
えられる。

　 【児童質問紙調査】

62

算数

64

■小樽市内小学校の状況及び学力向上策（学校数：18校、児童数：705人）

【教科全体の状況】

〈小樽市内小学校の平均正答率〉
国語

国語では、「読むこと」で全国を上回ってお
り、「書くこと」で全道とほぼ同様になってい
る。

【学校質問紙調査】

習得・活用及び探究の学習過程を見通した指
導方法の改善及び工夫をしたことにより、国語
の「読むこと」で全国を上回り、「書くこと」で全道
とほぼ同様の結果につながったと考えられる。

◎ 市内全ての小学校第３学年、第５学年を対象とした標準学力調査を実施し、その結果を活用した授業改善

○

◎ 児童生徒及び保護者の進路選択に対する関心等を高める「進路説明会」の実施
◎ 「樽っ子学校サポート事業」など外部人材を活用した放課後や長期休業中における学習活動の工夫
◎

◎ 「学力向上検討委員会」を設置し、授業づくりのポイントをまとめた冊子を配付するとともに学力向上研修会を実施

教　　　科

○

○

【小樽市の学力向上策】

○ 算数では、「図形」で全国を上回り、「数量関
係」で全道を上回っている。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況を

　レーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

〈小樽市内中学校の平均正答率〉

【分析】

「樽っ子学校サポート事業」など外部人材を活用した放課後や長期休業中における学習活動の工夫

■小樽市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：12校、生徒数：700人）

○

児童生徒及び保護者の進路選択に対する関心等を高める「進路説明会」の実施

【教科全体の状況】

生徒質問紙

◎

○

○

○

「学力向上改善プラン」における、各学年の定着目標の設定及び基礎学力の定着を図る学期末等の確認テストの実施

○

教　　　科

英語では、「読むこと」で全道を上回ってい
る。

○

◎ 市内全ての中学校第２学年を対象とした標準学力調査を実施し、その結果を活用した授業改善
◎ 「学力向上検討委員会」を設置し、授業づくりのポイントをまとめた冊子を配付するとともに学力向上研修会を実施
◎

全国学力・学習状況調査の自校の結果につい
て、学校全体で教育活動を改善するために活
用したことにより、「国語の授業では、目的に応
じて、自分の考えを話したり書いたりしている」
と回答した生徒の割合が全国を上回るととも
に、国語の「伝統的な言語文化と国語の特質
に関する事項」で全国及び全道を上回る結果
につながったと考えられる。

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団
体における独自の学力調査の結果と併せて分
析し、具体的な教育指導の改善や指導計画等
への反映を行ったことにより、授業改善が図ら
れ、「数学の勉強は好き」と回答した生徒の割
合が、全国を上回るとともに、数学の「資料の
活用」で全道を上回る結果につながったと考え
られる。

国語では、「伝統的な言語文化と国語の特
質に関する事項」で全国及び全道を上回り、
「話すこと・聞くこと」で全国と同じ、「書くこと」
で全道を上回っている。

○ 数学では、「資料の活用」で全道を上回り、
「図形」で全国に最も近くなっている。

○

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考
えを話したり書いたりしている」と回答した生
徒の割合が、全国を上回っている。

「数学の勉強は好き」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。
「全国学力・学習状況調査の自校の結果に
ついて、学校全体で教育活動を改善するた
めに活用した」と回答した学校の割合が、全
国及び全道を上回っている。

◎
◎

家庭学習の習慣化を目指す「音読」の取組の推進と音読の質の向上に向けた「音読カップ」の開催

学校質問紙

【小樽市の学力向上策】

○ 「全国学力・学習状況調査の結果を地方公
共団体における独自の学力調査の結果と併
せて分析し、具体的な教育指導の改善や指
導計画等への反映を行った」と回答した学
校の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

   【生徒質問紙調査】

【学校質問紙調査】

国語 数学

72 58

英語

54
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の結果と併せて分析し，具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映

を行った

全国学力・学習状況調査の自校の結果について、学校全体で教育活動を

改善するために活用した

数学の勉強は好き

国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり書いたりしている
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　※児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、島牧村の教科及び児童質問紙のデータは掲載していない。

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの　

　（全道の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

　

ICT機器を活用した「分かる授業づくり」の推進

学習指導と学習評価の計画の作成に当たって
は、教職員同士がよく協力し合った。

○

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体
における独自の学力調査の結果と合わせて分析
し、具体的な教育指導の改善や指導計画等への
反映をよく行った。

◎ 単式学級維持のための村独自の教員配置
◎

【島牧村の学力向上策】

朝や放課後及び長期休業中の学習サポートの充実◎

児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、島牧村の教科データは掲載していない。

児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、島牧村の児童質問紙データは掲載していない。

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共
団体における独自の学力調査の結果と合わ
せて分析し、具体的な教育指導の改善や指
導計画等への反映を行ったり、学習指導と学
習評価の計画の作成に当たっては、教職員
同士が協力し合ったりしたことにより、学校全
体としての授業改善が進んだと考えられる。

■島牧村内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：5人）

○

【教科全体の状況】

児童質問紙
※

○

※
教　　　科

学校質問紙

【分析】

【学校質問紙調査】
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　※生徒数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、島牧村の教科及び生徒質問紙のデータは掲載していない。

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの　

　（全道の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

　

【島牧村の学力向上策】

学校質問紙
○ 教育課程表について、各教科等の教育目標や内

容の相互関連が分かるように作成した。

◎ ICT機器を活用した「分かる授業づくり」の推進
単式学級維持のための村独自の教員配置◎

◎ 朝や放課後及び長期休業中の学習サポートの充実

■島牧村内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：10人）

○

【教科全体の状況】

生徒質問紙
※

※
教　　　科

○言語活動について、国語科だけでなく、各教科、
道徳、総合的な学習の時間及び特別活動を通じ
て、学校全体として取り組んだ。

【学校質問紙調査】

生徒数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、島牧村の教科データは掲載していない。

生徒数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、島牧村の生徒質問紙データは掲載していない。

言語活動について、国語科だけでなく、各教
科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活
動を通じて、学校全体として取り組んだり、
教育課程表について、各教科等の教育目標
や内容の相互関連が分かるように「教科版
別葉」を作成したりしたことにより、各教科で
授業改善が図られたと考えられる。

【分析】
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

 【児童質問紙調査】

【学校質問紙調査】

国語の指導として、漢字・語句など基礎的・基
本的な事項を定着させる授業を行ったことによ
り、「国語の勉強は大切だと思う」と回答した児
童の割合が全国及び全道を上回り、国語の
「読むこと」で全国に最も近くなったと考えられ
る。

算数の指導として、補充的な学習の指導を
行ったことにより、「先生は、授業やテストで間
違えたところや、理解していないところについ
て、分かるまで教えてくれている」と回答した児
童の割合が全国及び全道を上回り、算数の
「図形」で全国に最も近くなったと考えられる。

◎ 全町での土曜授業の実施及び地域の人材を有効に活用した学習の充実

コミュニティ・スクールの取組による地域全体で子どもたちを育てていく体制の整備◎

◎

校内組織である学力向上委員会が中心となった学習環境の整備

情報通信機器の活用及び地域素材の教材化による体験的な学習の充実

「算数の指導として、補充的な学習の指導を
行った」と回答した学校の割合が、全国及び
全道を上回っている。

【寿都町の学力向上策】

家庭学習の手引や生活リズム調査による家庭学習習慣の定着を図る取組の推進

◎

放課後及び長期休業中の学習サポートの実施

小中高連携推進委員会による全町的な課題分析と改善に向けた取組の推進

◎

◎

■寿都町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：11人）

○

○

○

【教科全体の状況】

【分析】

○

算数では、「図形」で全国に最も近くなってい
る。

○
教　　　科

国語では、「読むこと」で全国に最も近くなっ
ている。

○

学習支援員の配置による、習熟度別少人数指導等の指導方法の工夫
◎
◎

児童質問紙

○

学校質問紙

「先生は、授業やテストで間違えたところや、
理解していないところについて、分かるまで
教えてくれている」と回答した児童の割合
が、全国及び全道を上回っている。

「国語の勉強は大切だと思う」と回答した児
童の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

○

「国語の指導として、漢字・語句など基礎的・
基本的な事項を定着させる授業を行った」と
回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。
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いないところについて、分かるまで教えてくれている

国語の指導として、漢字・語句など基礎的・基本的な事項を定

着させる授業を行った
算数の指導として、補充的な学習の指導を行った
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○

【寿都町の学力向上策】

「数学の授業で学習したことは、将来、社会
に出たときに役に立つと思う」と回答した生
徒の割合が、全国を上回っている。

生徒質問紙

学校質問紙

○

○ 数学の指導として、発展的な学習の指導を
よく行った。

国語の指導として、目的や相手に応じて話し
たり聞いたりする授業をよく行った。

「生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の
考えを深めたり、広げたりすることができて
いる」と回答した生徒の割合が、全国を上
回っている。

数学の指導として、発展的な学習の指導をよく
行ったことにより、「数学の授業で学習したこと
は、将来、社会に出たときに役に立つと思う」と
回答した生徒の割合が、全国を上回り、数学の
「数と式」「図形」「関数」で全国を上回ったと考
えられる。

数学では、「数と式」「図形」「関数」で全国を
上回っている。

○

■寿都町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：22人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

○

○

教　　　科

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」で
全国を上回っている。

○

国語の指導として、目的や相手に応じて話した
り聞いたりする授業をよく行ったことにより、「生
徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、広げたりすることができている」と回
答した生徒の割合が全国を上回り、国語の「話
すこと・聞くこと」「書くこと」で全国を上回ったと
考えられる。

 【生徒質問紙調査】

【学校質問紙調査】

◎ 全町での土曜授業の実施及び地域の人材を有効に活用した学習の充実
◎ 小中高連携推進委員会による全町的な課題分析と改善に向けた取組の推進
◎
◎

校内組織である学力向上委員会が中心となった学習環境の整備

家庭学習の手引や生活リズム調査による家庭学習習慣の定着を図る取組の推進
コミュニティ・スクールの取組による地域全体で子どもたちを育てていく体制の整備

◎
◎ 学習支援員の配置による、習熟度別少人数指導等の指導方法の工夫

◎ 情報通信機器の活用及び地域素材の教材化による体験的な学習の充実
◎ 放課後及び長期休業中の学習サポートの実施
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生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり、広げたりすることができている

数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たとき

に役に立つと思う

国語の指導として、目的や相手に応じて話したり聞いたりす

る授業をよく行った
数学の指導として、発展的な学習の指導をよく行った
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算数の指導として、補充的な学習の指導を
行ったことにより、「算数の授業で問題を解くと
き、もっと簡単に解く方法がないか考える」と回
答した児童の割合が、全国を上回るとともに、
算数では、「図形」で全国平均に最も近くなった
と考えられる。

○

◎ 児童の実態に応じたＩＣＴを活用した授業づくりの推進

【黒松内町の学力向上策】

◎ 国際交流協力員による外国語活動や英会話教室の実施、町独自のイングリッシュキャンプの開催

児童質問紙 「算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単に
解く方法がないか考える」と回答した児童の
割合が、全国を上回っている。

○

学校質問紙
「算数の指導として、補充的な学習の指導を
行った」と回答した学校の割合が、全国及び
全道を上回っている。

「総合的な学習の時間で、課題の設定から
まとめ・表現に至る探究の過程を意識した
指導をしている」と回答した学校の割合が、
全国及び全道を上回っている。

○

「家で計画を立てて勉強をしている」と回答
した児童の割合が、全国を上回っている。

○

○

■黒松内町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：19人）

国語では、「話すこと・聞くこと」で全国を上
回っている。

○

【児童質問紙調査】【教科全体の状況】

教　　　科
算数では、「図形」で全国平均に最も近く
なっている。

○ ○

【学校質問紙調査】

国語科だけではなく、他教科や総合的な学習
の時間で、課題の設定からまとめ・表現に至る
探究の過程を意識した指導をしたことにより、
児童の表現力等が高まり、国語では、「話すこ
と・聞くこと」で全国を上回ったと考えられる。

【分析】
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学校生活の中で、生徒一人一人のよい点や可
能性を見付け評価する（褒めるなど）取組を
行ったことにより、生徒は自己肯定感を高め、
「外国の人と友達になったり、外国のことについ
てもっと知ったりしてみたいと思う」と回答した生
徒の割合が、全国を上回るとともに、英語で
は、「聞くこと」で全国平均に最も近くなったと考
えられる。

授業研究や事例研究など、実践的な研修を
行ったことにより、授業改善が図られ、「国語の
授業で学習したことを、普段の生活の中で、話
したり聞いたり読んだりするときに活用しようと
している」と回答した生徒の割合が、全国を上
回るとともに、国語では、「伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項」で全国及び全道を
上回ったと考えられる。

■黒松内町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、生徒数：29人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

○

【生徒質問紙調査】

教　　　科
○ 数学では、「図形」で全国に最も近くなってい

る。

○

国語では、「書くこと」で全国を上回り、「伝統
的な言語文化と国語の特質に関する事項」
で全国及び全道を上回っている。

○

【学校質問紙調査】

生徒質問紙

◎ 生徒の実態に応じたＩＣＴを活用した授業づくりの推進

学校質問紙

○

◎ 国際交流協力員による外国語活動や英会話教室の実施、町独自のイングリッシュキャンプの開催
◎ 学力の定着と学習意欲の向上のための町営塾の運営

【黒松内町の学力向上策】

○ 「授業研究や事例研究など、実践的な研修
を行っている」と回答した学校の割合が、全
国及び全道を上回っている。

「学校生活の中で、生徒一人一人のよい点
や可能性を見付け評価する（褒めるなど）取
組を行った」と回答した学校の割合が、全国
及び全道を上回っている。

英語では、「聞くこと」で全国に最も近くなって
いる。

○ 「外国の人と友達になったり、外国のことに
ついてもっと知ったりしてみたいと思う」と回
答した生徒の割合が、全国を上回っている。

○ 「国語の授業で学習したことを、普段の生活
の中で、話したり聞いたり読んだりするときに
活用しようとしている」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。
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全国学力・学習状況調査の自校の結果につ
いて、学校全体で教育活動を改善するために
活用し、授業改善が図られたことにより、国語
では、全ての領域で、算数では、「数と計算」
「量と測定」で全国を上回り、「数量関係」で全
道を上回ったと考えられる。

学校全体の言語活動の実施状況や課題につ
いて、全教職員の間で話し合ったり、検討した
りし、各教科において言語活動の充実が図ら
れたことにより、「国語の授業では、目的に応
じて、自分の考えを話したり書いたりしてる」と
回答した児童の割合が全国を上回ったと考え
られる。

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」で全国を上回っている。

【学校質問紙調査】

■蘭越町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：32人）

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

【児童質問紙調査】

○

○

教　　　科

○

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを
話したり書いたりしてる」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。

学校質問紙

【蘭越町の学力向上策】

○

「全国学力・学習状況調査の自校の結果につい
て、学校全体で教育活動を改善するために活用し
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

「学校全体の言語活動の実施状況や課題につい
て、全教職員の間で話し合ったり、検討したりして
いる」と回答した学校の割合が、全国及び全道を
上回っている。

○

◎ 児童の習熟の程度に応じた指導の強化ときめ細かな学習指導の充実

全国学力・学習状況調査の結果を分析し、授業改善や児童の学習への関心や意欲を高める取組の支援◎
特別支援教育支援員の配置による学習支援◎

○

○

算数では、「数と計算」「量と測定」で全国を上回
り、「数量関係」で全道を上回っている。

「算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけ
を理解するようにしている」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。
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国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり書いた

りしている

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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％

全国学力・学習状況調査の自校の分析結果につ

いて、学校全体で教育活動を改善するために活用

した（「よく行った」「どちらかといえば、行った」）
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％

学校全体の言語活動の実施状況や課題につい

て、全教職員の間で話し合ったり、検討したりした

（「よくしている」「どちらかといえば、している」）
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

「数学の勉強は大切だと思う」と回答した生徒の割
合が、全国を上回っている。

「自分の考えを発表する機会では、自分の考えが
うまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを
工夫して発表している」と回答した生徒の割合が、
全国を上回っている。

国語の指導として、目的や相手に応じて話し
たり聞いたりする授業を行ったことにより、「自
分の考えを発表する機会では、自分の考えが
うまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てな
どを工夫して発表している」と回答した生徒の
割合が、全国を上回るとともに、国語では、
「話すこと・聞くこと」「読むこと」で全国を上
回ったと考えられる。

【蘭越町の学力向上策】

○ 全国学力・学習状況調査の自校の結果について、
学校全体で教育活動を改善するためによく活用し
た。

○

○ 数学では、「関数」で全国を上回り、「図形」で全道
を上回っている。

○ 英語では、「聞くこと」で全国を上回っている。

全国学力・学習状況調査の自校の結果につ
いて、学校全体で教育活動を改善するために
活用し、各教科で授業改善が図られたことに
より、「数学の勉強は大切だと思う」と回答し
た生徒の割合が全国を上回り、国語では、
「話すこと・聞くこと」「読むこと」で、数学では、
「関数」で、英語では、「聞くこと」で全国を上回
り、数学では、「図形」で全道を上回ったと考
えられる。

国語の指導として、目的や相手に応じて話したり
聞いたりする授業をよく行った。

特別支援教育支援員の配置による学習支援
生徒の習熟の程度に応じた指導の強化ときめ細かな学習指導の充実◎

◎
◎ 全国学力・学習状況調査の結果を分析し、授業改善や生徒の学習への関心や意欲を高める取組の支援

【学校質問紙調査】

■蘭越町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：36人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」で全国を
上回っている。

○

【生徒質問紙調査】

○

教　　　科

○

学校質問紙

○
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自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよ

う、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表している

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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数学の勉強は大切だと思う

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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％

全国学力・学習状況調査の自校の結果について、

学校全体で教育活動を改善するために活用した

（「よく行った」「行った」）
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国語の指導として、目的や相手に応じて話したり聞

いたりする授業を行った（「よく行った」「どちらかとい

えば、行った」）
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎
◎

学校質問紙

【ニセコ町の学力向上策】

ニセコスタイルの一貫教育の推進◎
Ｔ・Ｔ指導や習熟度別少人数指導、ＩＣＴの有効活用など多様な指導方法の工夫
スクールコーディネーターによる指導方法などへの支援

○ 「全国学力・学習状況調査の自校の分析結果に
ついて、学校全体で教育活動を改善するために
活用した」と回答した学校の割合が、全国及び全
道を上回っている。

「学校全体の言語活動の実施状況や課題につい
て、全教職員の間で話し合ったり、検討したりし
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

全国学力・学習状況調査の自校の分析結果
について、学校全体で教育活動を改善する
ために活用したことにより、授業改善が図ら
れ、「算数の勉強は大切だと思う」と回答した
児童の割合が、全国を上回るとともに、算数
の「図形」で全国を上回ることにつながったと
考えられる。

■ニセコ町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：45人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

○

○

教　　　科

○

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」で全国を上回っている。

【児童質問紙調査】

【学校質問紙調査】

「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分
の考えを深めたり、広げたりすることができている
と思う」と回答した児童の割合が、全国を上回って
いる。

学校全体の言語活動の実施状況や課題に
ついて、全教職員の間で話し合ったり、検討
したりしたことにより、言語活動が充実し、「学
級の友達との間で話し合う活動を通じて、自
分の考えを深めたり、広げたりすることができ
ていると思う」と回答した児童の割合が、全国
を上回るとともに、国語の「話すこと・聞くこと」
「書くこと」「読むこと」で全国を上回ることにつ
ながったと考えられる。

「算数の勉強は大切だと思う」と回答した児童の
割合が、全国を上回っている。

○

○ 算数では、「図形」で全国を上回り、「数と計算」で
全道を上回っている。
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あまりしていない 全くしていない
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放課後に家で勉強や読書をしていることが多い
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数学の授業の内容はよく分かる

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考

えを深めたり、広げたりすることができている（「当ては

まる」「どちらかといえば、当てはまる」）

算数の勉強は大切だと思う（「当てはまる」「どちら

かといえば、当てはまる」）

学校全体の言語活動の実施状況や課題について、全教職員の間で話

し合ったり、検討したりした

全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について、学校全体で教育

活動を改善するために活用した
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

言語活動について、国語科だけではなく、各
教科、道徳、総合的な学習の時間及び特別
活動を通じて、学校全体として取り組んだこと
により、「自分の考えを発表する機会では、自
分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話
の組立てなどを工夫して発表していたと思う」
と回答した生徒の割合が、全国を上回るとと
もに、国語の全ての領域、英語では、「聞くこ
と」「読むこと」で全国を上回ったと考えられ
る。

数学の指導として、補充的な学習の指導を
行ったことにより、「数学の授業の内容はよく
分かる」と回答した生徒の割合が、全国を上
回とともに、数学では、「図形」で全国を上
回ったと考えられる。

■ニセコ町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：26人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

○ 「数学の授業の内容はよく分かる」と回答した生徒
の割合が、全国を上回っている。

○ 数学では、「図形」で全国を上回っている。

【学校質問紙調査】

「自分の考えを発表する機会では、自分の考えが
うまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを
工夫して発表していたと思う」と回答した生徒の割
合が、全国及び全道を上回っている。

○

○ 英語では、「聞くこと」「読むこと」で全国を上回って
いる。

○

○

○

【生徒質問紙調査】

◎
◎
◎

Ｔ・Ｔ指導や習熟度別少人数指導、ＩＣＴの有効活用など多様な指導方法の工夫
スクールコーディネーターによる指導方法などへの支援

ニセコスタイルの一貫教育の推進

学校質問紙

【ニセコ町の学力向上策】

○ 数学の指導として、補充的な学習の指導を行っ
た。

言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動を
通じて、学校全体として取り組んでいる。

教　　　科

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」で全国を上回っている。
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を挙げながら教えるようにした

よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない
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放課後に家で勉強や読書をしていることが多い
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数学の授業の内容はよく分かる

自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく

伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して

発表していたと思う（「当てはまる」「どちらかといえば、

当てはまる）

数学の授業の内容はよく分かる（「当てはまる」「どちら

かといえば、当てはまる」）

言語活動について、国語科だけではなく、各教科、道徳、総合的な学習の

時間及び特別活動を通じて、学校全体として取り組んでいる
数学の指導として、補充的な学習の指導を行った
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎
◎

タブレットパソコンの設置などＩＣＴ環境の整備◎
【真狩村の学力向上策】

反復演習や長期休業中の補習、振り返りの授業の充実

■真狩村内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：20人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

【児童質問紙調査】

○

○

教　　　科

「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分
の考えを深めたり、広げたりすることができている
と思う」と回答した児童の割合が、全国を上回って
いる。

学校質問紙 ○

【学校質問紙調査】

○

地域の活力・素材を活用した体験的で探究的な学習の推進

全国学力・学習状況調査の自校の分析結果
について、学校全体で教育活動を改善するた
めに活用したことにより、国語及び算数の全
ての領域において、全国を上回ったと考えら
れる。

言語活動について、国語科だけでなく、各教
科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間
及び特別活動を通じて、学校全体として取り
組んだことにより、「学級の友達との間で話し
合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広
げたりすることができていると思う」と回答した
児童の割合が、全国を上回ったと考えられ
る。

「言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び
特別活動を通じて、学校全体として取り組んだ」と
回答した学校の割合が、全国及び全道を上回って
いる。

「全国学力・学習状況調査の自校の分析結果につ
いて、学校全体で教育活動を改善するために活用
した」と回答した学校の割合が、全国を上回ってい
る。

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」で全国を上回っている。

○ 算数では、「数と計算」「量と測定」「図形」「数量関
係」で全国を上回っている。
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全国学力・学習状況調査の自

校の分析結果について、学校

全体で教育活動を改善するた

めに活用した
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■真狩村内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：16人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

○

【生徒質問紙調査】

○

○

教　　　科

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
ていると思う」と回答した生徒の割合が、全国を上
回っている。

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」で全国を上回っている。

【学校質問紙調査】

○

【真狩村の学力向上策】

学校質問紙
○ 家庭学習の取組として、学校では、生徒に家庭で

の学習方法等を具体例を挙げながら教えた。

◎
◎

タブレットパソコンの設置などＩＣＴ環境の整備◎
反復演習や長期休業中の補習、振り返りの授業の充実
地域の活力・素材を活用した体験的で探究的な学習の推進

学習指導と学習評価の計画の作成に当たっ
ては、教職員同士が協力し合い、授業改善に
努めたことにより、「先生は、授業やテストで
間違えたところや、理解していないところにつ
いて、分かるまで教えてくれていると思う」と
回答した生徒の割合が、全国を上回るととも
に、国語及び数学の全ての領域、英語の「聞
くこと」「読むこと」で全国を上回ったと考えら
れる。

家庭学習の取組として、学校では、生徒に家
庭での学習方法等を具体例を挙げながら教
えたことにより、基礎的・基本的な学習内容
の定着が図られたと考える。

○

数学では、「数と式」「図形」「関数」「資料の活用」
で全国を上回っている。

○

英語では、「聞くこと」「読むこと」で全国を上回って
いる。

学習指導と学習評価の計画の作成に当たって
は、教職員同士が協力し合った。
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先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないとこ

ろについて、分かるまで教えてくれていると思う

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【児童質問紙調査】

学校全体の言語活動の実施状況や課題につ
いて、全教職員の間で話し合ったり、検討した
りしたことにより、各教科で言語活動の充実
が図られ、「国語の授業で学習したことを、普
段の生活の中で、話したり聞いたり書いたり
読んだりするときに活用しようとした」と回答し
た児童の割合が、全国を上回るとともに、国
語では、「書くこと」「読むこと」で全国を上回る
ことにつながったと考えられる。

○ 算数の指導として、計算問題などの反復練習
をする授業を行った結果、「算数の授業内容
はよく分かる」と回答した児童の割合が、全国
を上回るとともに、算数では、｢量と測定」「図
形」「数量関係」で全国を上回り、「数と計算」
で全道を上回ることにつながったと考えられ
る。

■留寿都村内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：14人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

○

○

教　　　科

学校質問紙

○

国語では、「書くこと」「読むこと」で全国を上回って
いる。

算数では、｢量と測定」「図形」「数量関係」で全国
を上回り、「数と計算」で全道を上回っている。

「国語の授業で学習したことを、普段の生活の中
で、話したり聞いたり書いたり読んだりするときに
活用しようとした」と回答した児童の割合が、全国
を上回っている。

【児童質問紙調査】

◎

◎
◎

○

教職員による自己評価や保護者、児童アンケート等の学校関係者評価による教育活動全体の点検・見直し
地域学校協働本部と連携した地域素材の教材化によるふるさと学習の推進

【留寿都村の学力向上策】

学習支援員の配置による習熟度別少人数指導の工夫・改善

「算数の授業内容はよく分かる」と回答した児童の
割合が、全国を上回っている。

○

算数の指導として、計算問題などの反復練習をす
る授業を行った。

学校全体の言語活動の実施状況や課題につい
て、全教職員の間で話し合ったり、検討したりし
た。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎
◎

学校質問紙

【留寿都村の学力向上策】

◎

教職員による自己評価や保護者、生徒アンケート等の学校関係者評価による教育活動全体の点検・見直し

学習支援員の配置による習熟度別少人数指導の工夫・改善
地域学校協働本部と連携した地域素材の教材化によるふるさと学習の推進

○ 数学の指導として、補充的な学習の指導を行っ
た。

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体
における独自の学力調査の結果と併せて分析し、
具体的な教育指導の改善や指導計画等への反
映を行った。

■留寿都村内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：15人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

○

○

○

教　　　科

○

「授業やテストで間違えたところや、理解していな
いことについて、分かるまで教えてくれていると思
う」と回答した生徒の割合が、全国を上回ってい
る。

国語では、｢話すこと・聞くこと」「読むこと」で全国
を上回っている。

【生徒質問紙調査】

【学校質問紙調査】

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団
体における独自の学力調査の結果と併せて分
析し、具体的な教育指導の改善や指導計画等
への反映を行ったことにより、「授業やテストで
間違えたところや、理解していないことについ
て、分かるまで教えてくれていると思う」と回答し
た生徒の割合が、全国を上回るとともに、国語
では、｢話すこと・聞くこと」「読むこと」、数学で
は、全ての領域、英語では、「読むこと」で全国
を上回り、英語の「書くこと」で全道を上回る結果
につながったと考えられる。

○ 数学の指導として、補充的な学習の指導を行
い、一人一人に丁寧な指導を心がけたことによ
り、「数学の勉強は大切だと思う」と回答した生
徒の割合が全国を上回るとともに、数学では、
全ての領域で全国を上回る結果につながったと
考えられる。

○

「数学の勉強は大切だと思う」と回答した生徒の
割合が全国を上回っている。

数学では、「数と式」「図形」「関数」「資料の活用」
で全国を上回っている。

○ 英語では、「読むこと」で全国を上回り、「書くこと」
で全道を上回っている。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

「国語の授業の内容はよく分かる」と回答した児童
の割合が、全国を上回っている。

○

読書感想文コンクールによる読書活動の促進
学力や学習状況の把握・分析に基づく指導方法の改善

「算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く
方法がないか考えている」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。

○児童質問紙
○

児童の姿や地域の現状等に関する調査や各
種データ等に基づき、教育課程を編成し、実
施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイ
クルを確立し、授業改善が図られたことによ
り、「国語の授業の内容はよく分かる」「算数
の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方
法がないか考えている」と回答した児童の割
合が、全国を上回ったと考えられる。

全国学力・学習状況調査の自校の結果につ
いて、学校全体で教育活動を改善するために
活用し、授業改善が図られたことにより、国語
では、「話すこと・聞くこと」「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で、算数で
は、「図形」で全国を上回り、「数量関係」で全
道を上回ったと考えられる。

■喜茂別町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：13人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

○

教　　　科
○ 算数では、「図形」で全国を上回り、「数量関係」で

全道を上回っている。

国語では、「話すこと・聞くこと」「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国を上回って
いる。

【児童質問紙調査】

ＩＣＴを活用した授業づくりの実践・研究の推進

「児童の姿や地域の現状等に関する調査や各種
データ等に基づき、教育課程を編成し、実施し、評
価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立し
ている」と回答した学校の割合が、全国及び全道
を上回っている。

【喜茂別町の学力向上策】

○
学校質問紙

◎
◎
◎

○

「全国学力・学習状況調査の自校の結果につい
て、学校全体で教育活動を改善するために活用し
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動を
通じて、学校全体としてよく取り組んだことによ
り、「国語の授業では、目的に応じて、自分の考
えを話したり書いたりしている」と回答した生徒
の割合が全国を上回るとともに、国語では、全て
の領域で全国を上回ったと考えられる。

数学の指導として、計算問題などの反復練習を
する授業を行ったことにより、数学では、「数と
式」「図形」「資料の活用」で全国を上回ったと考
えられる。

数学の指導として、計算問題などの反復練習をす
る授業をよく行った。

○

言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動を
通じて、学校全体としてよく取り組んでいる。

英語では、「聞くこと」で全国を上回っている。

数学では、「数と式」「図形」「資料の活用」で全国
を上回っている。

「自分の考えを発表する機会では、自分の考えが
うまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを
工夫して発表していた」と回答した生徒の割合が、
全国を上回っている。

◎
◎

学校質問紙

【喜茂別町の学力向上策】

学力や学習状況の把握・分析に基づく指導方法の改善◎

○

読書感想文コンクールによる読書活動の促進
ＩＣＴを活用した授業づくりの実践・研究の推進

○

【生徒質問紙調査】

■喜茂別町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：14人）

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを
話したり書いたりしている」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

○

【学校質問紙調査】

○

○

教　　　科
○

○

○

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」で全国を上回っている。
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国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話した

り書いたりしている
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総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報

を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活

動に取り組んでいる

言語活動について、国語科だけではなく、各教科、道徳、総合的な

学習の時間及び特別活動を通じて、学校全体として取り組んでいる 数学の指導として、計算問題などの反復練習をする授業を行った
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【分析】

【児童質問紙調査】

○

学習の手引「きょうごくのこども」・「京極版生活リズムチェックシート」等による家庭学習習慣の定着、生活習慣の改善を図る
取組の充実

「先生は、授業やテストで間違えたところや理解し
ていないところについて、分かるまで教えてくれ
る」と回答した児童の割合が全国及び全道を上
回っている。

■京極町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：29人）

【教科全体の状況】

児童質問紙

○

○

○

教　　　科
○ 算数では、「量と測定」で全国に最も近くなってい

る。

【学校質問紙調査】

国語の指導として、書く習慣を付ける授業を
よく行ったことにより、「国語の授業では、目
的に応じて自分の考えを話したり、書いたりし
た」と回答した児童の割合が全国を上回ると
ともに、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統
的な言語文化と国語の特質に関する事項」で
全国を上回ったと考えられる。

○ 算数の指導として、補充的な学習の指導を
行ったことにより、「先生は、授業で間違えた
ところや理解していないところについて、分か
るまで教えてくれる」と回答した児童の割合が
全国を上回るとともに、「量と測定」で全国に
最も近くなったと考えられる。

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統的
な言語文化と国語の特質に関する事項」で、全国
を上回っている。

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを
話したり書いたりしている」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。

◎

◎

学校質問紙

【京極町の学力向上策】

義務教育９年間を見通した学力向上のため、小中連携協議会における合同研修会、研究授業の継続的な取組の充実◎

○

ICTを活用し、児童の情報活用能力の向上及び児童に分かりやすい資料提示の工夫を図った授業改善

○ 国語の指導として、書く習慣を付ける授業をよく
行った。

算数の指導として、補充的な学習の指導をよく
行った。
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算数の指導として、補充的な学習の指導を行った
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義務教育９年間を見通した学力向上のため、小中連携協議会における合同研修会、研究授業の継続的な取組の充実◎

ICTを活用し、生徒の情報活用能力の向上及び生徒に分かりやすい資料提示の工夫を図った授業改善

【京極町の学力向上策】

学習の手引「きょうごくのこども」・「京極版生活リズムチェックシート」等による家庭学習習慣の定着、生活習慣の改善を図る
取組の充実

生徒質問紙
○

教　　　科 ○

国語では、「伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項」で全国に最も近くなっている。

○

数学では、「図形」で全国に最も近くなっている。

数学の指導として、補充的な学習の指導をよく
行った。

◎

◎

■京極町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：32人）

○

【学校質問紙調査】【教科全体の状況】

【分析】

数学の指導として補充的な学習の指導をよく
行ったことにより、「先生は、授業やテストで
間違えたところや、理解していないところにつ
いて、分かるまで教えてくれた」と回答した生
徒の割合が、全国及び全道を上回るととも
に、数学の「図形」で全国を最も近くなったと
考えられる。

【生徒質問紙調査】

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
た」と回答した生徒の割合が、全国及び全道を上
回っている。

学校質問紙

英語の指導として、原稿などの準備をするこ
となく、即興で自分の考えや気持ちなどを英
語で伝え合う言語活動を行ったことにより、
「即興で自分の考えや気持ちなどを英語で伝
え合う活動を行った」と回答した生徒の割合
が、全国を上回るとともに、英語の「聞くこと」
で全国を上回ったと考えられる。

○
○

○ 英語では、「聞くこと」で全国を上回っている。

「即興で自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合
う活動を行った」と回答した生徒の割合が、全国を
上回っている。

○ 英語の指導として、原稿などの準備をすることな
く、即興で自分の考えや気持ちなどを英語で伝え
合う言語活動を行った。

○
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数学の指導として、補充的な学習の指導を行った

（「よく行った」「どちらかといえば、行った」）
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英語の指導として、原稿などの準備をすることなく、即

興で自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う言語活動

を行った（「よく行った」「どちらかといえば、行っ

た」）
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【児童質問紙調査】

国語では、全ての領域で全国を上回っている。

○ 算数では、「数と計算」「量と測定」「数量関係」で全
国を上回っている。

○

【学校質問紙調査】

○ 算数の指導として、実生活における事象との
関連を図った授業を行ったことにより、「算数
の授業で学習したことを、普段の生活の中で
活用できないか考えている」と回答した児童
の割合が全国を上回ったと考えられる。

英語専科教員による外国語指導の実施

【倶知安町の学力向上策】

国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話
したり書いたりしている」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。

◎
◎ 全町立学校における放課後補充学習や長期休業中のサポート学習の実施

学校と連携した「学校力向上に関する総合実践事業」の推進◎

■倶知安町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：5校、児童数：132人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

○

○

教　　　科

学校質問紙

「全国学力・学習状況調査の自校の分析結果につ
いて、学校全体で教育活動を改善するために活用
した」と回答した学校の割合が、全国及び全道を
上回っている。

「算数の指導として、実生活における事象との関連
を図った授業を行った」と回答した学校の割合が、
全国及び全道を上回っている。

○

「算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で
活用できないか考えている」と回答した児童の割
合が、全国を上回っている。

全国学力・学習状況調査の自校の分析結果
について、学校全体で教育活動を改善するた
めに活用したことにより、授業改善が図られ、
国語及び算数の一部の領域で全国を上回っ
たと考えられる。
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国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話

したり書いたりしている

算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活

用できないか考えている

算数の指導として、実生活における事象との関連を図った授業を行った
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【生徒質問紙調査】

■倶知安町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：102人）

【教科全体の状況】

【分析】

○

【学校質問紙調査】

教　　　科

○ 生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各
種データ等に基づき、教育課程を編成し、実
施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイ
クルを確立したことにより、授業改善が図ら
れ、国語や数学、英語の一部の領域で全国
及び全道を上回ったと考えられる。

○ 国語の指導として、様々な文章を読む習慣を
付ける授業をよく行ったことにより、「国語の
授業で文章や資料を読むとき、目的に応じ
て、必要な語や文を見つけたり、文章や段落
どうしの関係を考えたりしながら読んでいる」
と回答した生徒の割合が全国を上回ったと考
えられる。生徒質問紙

国語では、「書くこと」「読むこと」「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国及び全道を
上回っている。

○

「国語の授業で文章や資料を読むとき、目的に応
じて、必要な語や文を見つけたり、文章や段落どう
しの関係を考えたりしながら読んでいる」と回答し
た生徒の割合が、全国を上回っている。

英語では、「聞くこと」で全国を上回り、「読むこと」
で全道を上回っている。

○ 数学では、「数と式」「図形」で全国を上回ってい
る。

○

○ 「数学の授業で学習したことは、将来、社会に出た
ときに役に立つと思う」と回答した生徒の割合が、
全国を上回っている。

○ 国語の指導として、様々な文章を読む習慣を付け
る授業をよく行った。

学校質問紙

○ 生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種
データ等に基づき、教育課程を編成し、実施し、評
価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立し
た。

【倶知安町の学力向上策】

学校と連携した「学校力向上に関する総合実践事業」の推進
放課後補充学習や長期休業中のサポート学習の実施
学習規律の定着と習熟度別・少人数指導、Ｔ・Ｔ指導の充実◎

◎
◎
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り、ゲームをしたり、インターネットをしたり
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国語の指導として、様々な文章を読む習慣を付ける授業をよく行った

国語の授業で文章や資料を読むとき、目的に応じて、

必要な語や文を見つけたり、文章や段落どうしの関係

を考えたりしながら読んでいる

数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき

に役に立つと思う

生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育課

程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立した
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【学校質問紙調査】

■共和町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：3校、児童数：36人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

【児童質問紙調査】

○

○

教　　　科

「国語の勉強は好き」と回答した児童の割合が、
全国を上回っている。

学校質問紙

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを
話したり書いたりしている」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。

習得・活用及び探究の学習過程を見通した
指導方法の改善及び工夫をしたことにより、
児童の学習意欲が高まり、「国語の勉強は
好き」「国語の授業では、目的に応じて、自
分の考えを話したり書いたりしている」と回
答した児童の割合が、全国を上回るととも
に、国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこ
と」で全国を上回ったと考えられる。

授業研究や事例研究など、実践的な研修を
行ったことにより、授業改善が図られ、算数
では、「数と計算」｢量と測定」で全道を上
回ったと考える。

◎

○ 「習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導
方法の改善及び工夫をした」と回答した学校の割
合が、全国及び全道を上回っている。

国語では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」で全国
を上回っている。

算数では、「数と計算」｢量と測定」で全道を上回っ
ている。

○

○

特別支援教育支援員の配置及び放課後学習サポート等、特別な教育的支援を必要とする児童への支援の充実

○

「授業研究や事例研究など、実践的な研修を行っ
ている」と回答した学校の割合が、全国及び全道
を上回っている。

【共和町の学力向上策】

◎

◎
◎

◎ 基礎学力の定着に向けた長期休業中の補習サポート授業の実施

全国学力・学習状況調査を活用した授業改善及び望ましい家庭での生活習慣・学習習慣の定着に向けた取組の推進
外国語指導助手の専任配置による小学校における外国語教育の充実

ＩＣＴを活用した基礎学力の定着・向上に向けた取組の推進
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授業研究や事例研究など、実践的な研修を行っている（「よく

している」「どちらかといえば、している」）
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習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改善

及び工夫をした（「よく行った」「どちらかといえば、行った」）
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

ＩＣＴを活用した基礎学力の定着・向上に向けた取組の推進◎
◎

◎ 特別支援教育支援員の配置及び放課後学習サポート等、特別な教育的支援を必要とする生徒への支援の充実

外国語指導助手の専任配置による中学校における外国語教育の充実
◎
◎

基礎学力の定着に向けた長期休業中の補習サポート授業の実施

全国学力・学習状況調査を活用した授業改善及び望ましい家庭での生活習慣・学習習慣の定着に向けた取組の推進

■共和町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：30人）

○

○

生徒質問紙

○

【教科全体の状況】

【生徒質問紙調査】

教　　　科

「数学の授業の内容はよく分かる」と回答した生徒
の割合が、全国を上回った。

○ 数学では、「数と式」「図形」「資料の活用」で全国
を上回った。

○

【学校質問紙調査】

学級運営の状況や課題を全教職員の間で
共有し、学校として組織的に取り組んだ結
果、組織的な授業改善も進み、「先生は、授
業やテストで間違えたところや、理解してい
ないところについて、分かるまで教えてくれ
る」と回答した生徒の割合が、全国を上回と
ともに、国語では、「話すこと・聞くこと」「書く
こと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項」、英語では、「聞くこと」で全国に最
も近くなったと考えられる。

【共和町の学力向上策】

学校質問紙

○

数学の指導として、実生活における事象との関連
を図った授業を行った。

数学の指導として、実生活における事象との
関連を図った授業を行ったことにより、「数学
の授業の内容はよく分かる」と回答した生徒
の割合が、全国を上回とともに、数学では、
「数と式」「図形」「資料の活用」で全国を上
回ったと考えられる。

○

○ 「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
る」と回答した生徒の割合が、全国及び全道を上
回った。

【分析】

○ 英語では、「聞くこと」で全国に最も近くなってい
る。

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統的
な言語文化と国語の特質に関する事項」で全国を
上回った。

学級運営の状況や課題を全教職員の間で共有
し、学校として組織的に取り組んだ。
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学級運営の状況や課題を全教職員の間で共有し、学校として

組織的に取り組んでいる(「よくしている」「どいらかといえば、

している」)
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数学の指導として、実生活における事象との関連を図った授

業を行った（「よく行った」「どちらかといえば、行った」）
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から
金曜日）、１日当たり１時間以上勉強する」と
回答した児童の割合が低いことから、家庭と
連携し、家庭学習の習慣化に向けた取組を
より一層充実する必要があると考えられる。

○

○ 「特別の教科 道徳において、児童自らが自分自
身の問題として捉え、考え、話し合うような指導の
工夫をしている」と回答した児童の割合が、全国
及び全道を上回っている。

「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜
日）、１日当たり１時間以上勉強する」と回答した
児童の割合が、全国及び全道を下回っている。

基礎学力の定着を図るための学習支援員の配置

岩内町の小・中学校で学習規律の徹底を図
るとともに、各校が全国学力・学習状況調査
の自校の分析結果について、学校全体で教
育活動を改善するために活用したことによ
り、各教科の授業が充実し、「算数の勉強は
好き」と回答した児童の割合が全国を上回っ
たり、国語や算数の一部で全国に近くなった
と考えられる。

「算数の勉強は好き」と回答した児童の割合が、
全国を上回っている。

算数では、「図形」で全国に最も近くなっている。

児童質問紙

○

○

■岩内町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：85人）

○国語では、「書くこと」で全国に最も近くなってい
る。

【教科全体の状況】

【分析】

教　　　科

○

○

【学校質問紙調査】

　【児童質問紙調査】

◎

【岩内町の学力向上策】

ＩＣＴを効果的に活用した授業実践

◎ 小中一貫教育の推進

学校質問紙

「学習規律の維持を徹底した」と回答とした割合
が、全国及び全道を上回っている。

○ 「全国学力・学習状況調査の自校の分析結果に
ついて、学校全体で教育活動を改善するために
活用した」と回答とした割合が、全国及び全道を
上回っている。

○

◎ 複数教員の配置による習熟度別少人数指導
◎
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するために活用した

100.0 

55.6 
40.2 

0

20

40

60

80

100

岩内町 全道 全国

％

特別の教科 道徳において、児童自らが

自分自身の問題として捉え、考え、話し

合うような指導の工夫をしている

51.8 
39.4 40.6 

0

20

40

60

80

岩内町 全道 全国

％

算数の勉強は好き

100.0 
68.3 57.8 

0

20

40

60

80

100

岩内町 全道 全国

％

学習規律の維持を徹底した
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【生徒質問紙調査】

【岩内町の学力向上策】

学校質問紙

○ 「学習規律の維持を徹底した」と回答した学校の
割合が、全国及び全道を上回っている。

○ 「全国学力・学習状況調査の自校の結果につい
て、学校全体で教育活動を改善するために活用し
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

○ 「家庭学習の取組として、学校では、生徒に家庭
での学習方法等を具体例を挙げながら教えるよう
にした」と回答した学校の割合が、全国及び全道
を上回っている。

○

○

国語では、「書くこと」で全国に最も近くなってい
る。

数学では、「図形」で全国に最も近くなっている。

「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜
日）、１日当たり１時間以上勉強する」と回答した
生徒の割合が、全国及び全道を下回っている。

岩内町の小・中学校で学習規律の徹底を図
るとともに、各校が全国学力・学習状況調査
の自校の分析結果について、学校全体で教
育活動を改善するために活用し、１人１人に
丁寧な指導を心がけたことにより、「先生は、
授業やテストで間違えたところや、理解してい
ないところについて、分かるまで教えてくれて
いると思う」と回答した生徒の割合が、全国
及び全道を上回ったと考えられる。

○ 家庭学習の取組として、学校では、生徒に家
庭での学習方法等を具体例を挙げながら教
えたことにより、基礎的・基本的な学習内容
が定着し、国語では、「書くこと」で、数学で
は、「図形」で、全国に最も近くなっていると考
えられる。

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
ていると思う」と回答した生徒の割合が、全国及び
全道を上回っている。

ＩＣＴを効果的に活用した授業実践◎

◎ 小中一貫教育の推進
◎ 複数教員の配置による習熟度別少人数指導

■岩内町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、生徒数：81人）

○

○

○

教　　　科

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

生徒質問紙
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

児童の英語力の向上とコミュニケーション能力の向上に向けた外国語指導助手の派遣
個々の能力・適性に応じたきめ細かな指導の充実◎

◎

■泊村内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：16人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

【学校質問紙調査】

○

教　　　科

学校質問紙

◎ 長期休業中の学びの教室や学習会の継続

【泊村の学力向上策】

○

【児童質問紙調査】

全国学力・学習状況調査の自校の分析結果
について、学校全体で教育活動を改善するた
めに活用し、授業改善を図ったことにより、算
数では、「図形」で全国を上回ったと考えられ
る。

○

算数の指導として、補充的な学習の指導をよく
行った。

○

全国学力・学習状況調査の自校の分析結果につ
いて、学校全体で教育活動を改善するためによく
活用した。

「算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを
解いてみたいと思う」と回答した児童の割合が、全
国を上回っている。

算数では、「図形」で全国を上回っている。

「算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるよ
うにノートに書いている」と回答した児童の割合
が、全国を上回っている。

○ 算数の指導として、補充的な学習の指導をよ
く行ったことにより、児童は様々な問題に自ら
挑戦するようになり、「算数の授業で新しい問
題に出合ったとき、それを解いてみたいと思
う」と回答した児童の割合が、全国を上回った
と考えられる。
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算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを解

いてみたいと思う（「当てはまる」「どちらかとい
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ノートに書いている（「当てはまる」「どちらかと

いえば、当てはまる」）
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■泊村内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：14人）

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

教　　　科

【学校質問紙調査】

英語では、「聞くこと」で全国に最も近くなっている。

「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて
情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの
学習活動に取り組んでいる」と回答した生徒の割
合が、全国及び全道を上回っている。

「先生は、よいところを認めてくれている」と回答し
た生徒の割合が、全国及び全道を上回っている。

○

○ 全国学力・学習状況調査の自校の結果につ
いて、学校全体で教育活動を改善するために
活用し、授業改善が図られたことにより、国語
では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」で全国を
上回ったと考えられる。

○ 数学の指導として、補充的な学習の指導をよ
く行ったことにより、資料を読み取る力が高ま
り、数学では、「資料の活用」で全国を上回っ
たと考えられる。

◎
◎ 生徒の英語力の向上とコミュニケーション能力の向上に向けた外国語指導助手の派遣

個々の能力・適性に応じたきめ細かな指導（基礎基本の定着に向けた個別指導）と校内研修の充実

長期休業中の学習会を工夫し、継続して実施◎

【泊村の学力向上策】

学校質問紙

【生徒質問紙調査】

○

○

○

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」で全国を
上回っている。

数学では、「資料の活用」で全国を上回っている。

○

○ 全国学力・学習状況調査の自校の結果について、
学校全体で教育活動を改善するためによく活用し
た。

数学の指導として、補充的な学習の指導をよく
行った。

○
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総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報

を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習

活動に取り組んでいる（「当てはまる」「どちらか

といえば当てはまる」）
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先生は、よいところを認めてくれている（「当ては

まる」「どちらかといえば、当てはまる」）
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　　※児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、神恵内村の教科データは掲載していない。

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道の状況をレーダーチャートで示したもの

　（全道の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【児童質問紙調査】

算数の指導として、計算問題などの反復練
習をする授業をよく行ったことにより、授業改
善が図られ、算数における基礎的・基本的な
力が定着したと考えられる。

■神恵内村内小学校の状況及び学力向上策（学校数：１校、児童数：８人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

【学校質問紙調査】

※
教　　　科

児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、神恵内村の教科のデータは掲載していない。

国語の指導として、様々な文章を読む習慣を
付ける授業をよく行ったことにより、授業改善
が図られ、国語における基礎的・基本的な力
が定着したと考えられる。

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
ている」と回答した児童の割合が全国を上回って
いる。

○

◎
◎

学校質問紙

【神恵内村の学力向上策】

小中連携による義務教育９年間を見通した一貫教育の体制づくりの推進◎
基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得及び授業と連動した家庭学習の定着化
特別支援教育の体制を充実するなど、児童に対するきめ細やかな教育・指導体制の整備

国語の指導として、様々な文章を読む習慣を付け
る授業をよく行った。

○ 算数の指導として、計算問題などの反復練習をす
る授業をよく行った。

○ 「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出
たときに役に立つ」と回答した児童の割合が全国
及び全道を上回っている。

○
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先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないと

ころについて、分かるまで教えてくれている（「当てはまる」

「どちらかといえば、当てはまる」）
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国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役

に立つ（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはま

る」）
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　　※生徒数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、神恵内村の教科データは掲載していない。

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道の状況をレーダーチャートで示したもの

　（全道の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■神恵内村内中学校の状況及び学力向上策（学校数：１校、生徒数：６人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

○

※
教　　　科

【学校質問紙調査】

○

【生徒質問紙調査】

○

特別支援教育体制を充実するなど、生徒に対するきめ細かな教育・指導体制の整備◎
◎
◎ 小中連携による義務教育９年間を見通した一貫教育の体制づくりの推進

基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得及び授業と連動した家庭学習の定着化

【神恵内村の学力向上策】

学校質問紙 ○ 学級生活をよりよくするために、学級活動で話し
合い、互いの意見のよさを生かして解決方法など
を合意形成できるような指導をよく行った。

生徒数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、神恵内村の教科のデータは掲載していない。

国語の指導として、漢字・語句など基礎的・基本
的な事項を定着させる授業をよく行った。

「聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で
英語で問答したり意見を述べ合ったりする活動が
行われていた」と回答した生徒の割合が全国を上
回っている。

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを
話したり書いたりした」と回答した生徒の割合が全
国を上回っている。

国語の指導として、漢字・語句など基礎的・
基本的な事項を定着させる授業をよく行った
ことにより、授業改善が図られ、国語におけ
る基礎的・基本的な力が定着したと考えられ
る。

○ 学級生活をよりよくするために、学級活動で
話し合い、互いの意見のよさを生かして解決
方法などを合意形成できるような指導をよく
行ったことにより、授業中においても生徒が
互いの考えを認め合い、学びが深まったと考
えられる。
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よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない
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聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で問

答したり意見を述べ合ったりする活動が行われていた

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」）
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国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり書

いたりした（「当てはまる」「どちらかといえば、当ては

まる」）
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　※児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、積丹町の教科データは掲載していない。

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

　

■積丹町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：7人）

【教科全体の状況】

【分析】

※

【児童質問紙調査】

教　　　科

【学校質問紙調査】

◎ T・Tや少人数指導など、きめ細かな指導の継続
◎ 社会教育事業と連携した長期休業中の学習習慣の定着に向けた「朝活どう場」の実施

◎ 家庭学習の習慣化を図る取組や補充的な学習の実施

【積丹町の学力向上策】

学校質問紙

○

「算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけ
を理解するようにしている」と回答した児童の割合
が、全国及び全道を上回っている。

○
児童質問紙

○ 「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
る」と回答した児童の割合が、全国及び全道を上
回っている。

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体
における独自の学力調査の結果と併せて分析し、
具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映
を行った。

○

○

児童数が少なく、個人が特定される恐れがあるため、積丹町の教科のデータは掲載していない。

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共
団体における独自の学力調査の結果と併せ
て分析し、具体的な教育指導の改善や指導
計画等への反映するなど、児童の実態に合
わせた丁寧な指導を行ったことにより、「先
生は、授業やテストで間違えたところや、理
解していないところについて、分かるまで教
えてくれる」と回答した児童の割合が、全国
及び全道を上回ったと考えられる。

○ 算数の指導として、実生活における事象との
関連を図った授業を行ったことにより、「算数
の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけ
を理解するようにしている」と回答した児童
の割合が、全国及び全道を上回ったと考え
られる。

算数の指導として、実生活における事象との関連
を図った授業を行った。
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算数の指導として、実生活における事象との関連を

図った授業を行った(「よく行った」、「どちらかといえば、

行った」)
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全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体にお

ける独自の学力調査の結果と併せて分析し、具体的な

教育指導の改善や指導計画等への反映を行った

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独

自の学力調査の結果と併せて分析し、具体的な教育指導の

改善や指導計画等への反映を行った（「よく行っている」「ど

ちらかといえば、行っている」）

算数の指導として、実生活における事象との関連を図っ

た授業を行った(「よく行った」「どちらかといえば、行った」)
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全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力

調査の結果と併せて分析し、具体的な教育指導の改善や指導計画等

への反映を行った

100.0 88.3 82.4

0

20

40

60

80

100

積丹町 全道 全国

％

算数の指導として、実生活における事象との関連を図った授業を行っ

た(「よく行った」、「どちらかといえば、行った」)
先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところにつ

いて、分かるまで教えてくれる(「当てはまる」「どちらかといえば、当て

はまる」)

算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにし

ている(「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」)
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

学校全体の言語活動の実施状況や課題に
ついて、全教職員で間で話し合ったり、検討
したりして、各教科で授業改善が図られたこ
とにより、「先生は、授業やテストで間違えた
ところや、理解していないところについて、分
かるまで教えてくれると思う」と回答した生徒
の割合が、全国を上回るとともに、国語で
は、「話すこと・聞くこと」、英語では、「読むこ
と」で全国を上回ったと考えられる。

国語の指導として、目的や相手に応じて話し
たり聞いたりする授業を行ったことにより、
「国語の授業では、目的に応じて、自分の考
えを話したり書いたりしている」と回答した生
徒の割合が、全国を上回るとともに、国語で
は、「話すこと・聞くこと」「書くこと」で全国を
上回ったと考えられる。

○ 英語では、「読むこと」で全国を上回っている。

◎
◎
◎ 家庭学習の習慣化を図る取組や補充的な学習の実施

学校質問紙

【積丹町の学力向上策】

○

T・Tや少人数指導など、きめ細かな指導の継続
社会教育事業と連携した長期休業中の学習習慣の定着に向けた「朝活どう場」の実施

国語の指導として、目的や相手に応じて話したり
聞いたりする授業を行った。

○

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
ると思う」と回答した生徒の割合が、全国を上回っ
ている。 ○

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを
話したり書いたりしている」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。

【学校質問紙調査】

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」で全国を
上回っている。

数学では、「図形」で全国を上回っている。

学校全体の言語活動の実施状況や課題につい
て、全教職員で間で話し合ったり、検討したりし
た。

■積丹町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：11人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

○

【生徒質問紙調査】

○

○

教　　　科 ○
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学校全体の言語活動の実施状況や課題について、全

教職員で間で話し合ったり、検討したりした（「よくしてい

る」「どちらかといえば、している」）
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100.0 85.8 84.6 

0

20

40

60

80

100

積丹町 全道 全国

％

国語の指導として、目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業を

行った（「よく行った」、「どちらかといえば、行った」）
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国語の指導として、目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業を

行った（「よく行った」、「どちらかといえば、行った」）
先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところ

について、分かるまで教えてくれる（「当てはまる」「どちらかといえ

ば、当てはまる」）

国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり書いたりし

ている（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」）
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○ 家庭学習の取組として、学校では、児童に家
庭での学習方法等を具体例を挙げながら教
えるたことにより、児童の家庭学習への意欲
が高まり、「家で自分で計画を立てて勉強をし
ている」と回答した児童の割合が、全国を上
回ったと考えられるが、１日当たりの勉強時
間が短いことから、家庭と一層連携して家庭
学習の習慣化を図る必要がある。

児童質問紙 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜
日）、１日当たり１時間以上勉強する児童の割合
が、全国及び全道を下回っている。

「家で自分で計画を立てて勉強をしている」と回答
した児童の割合が、全国を上回っている。

○

○

■古平町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、児童数：15人）

【教科全体の状況】

○○

【児童質問紙調査】

教　　　科
国語では、「書くこと」で全国に最も近くなってい
る。

国語の指導として、書く習慣を付ける授業を
行ったことにより、国語では、「書くこと」で全
国に最も近くなったと考えられる。

【学校質問紙調査】

【分析】

◎
◎

学校質問紙

【古平町の学力向上策】

◎
家庭学習の習慣化に向けた取組の推進
放課後ふるびら塾の実施

国語の指導として、書く習慣を付ける授業をよく
行った。

基礎・基本の定着を図る指導の充実

○ 家庭学習の取組として、学校では、児童に家庭で
の学習方法等を具体例を挙げながらよく教えた。

○
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国語の指導として、書く習慣を付ける授業を行った（「よく行った」「行った」）

家庭学習の取組として、学校では、児童に家庭での学習方法等を具体例を挙

げながら教えた（「よく行った」「どちらかといえば、行った」）
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて
情報を集め整理して、調べたことを発表するなど
の学習活動に取り組んでいる」と回答した生徒の
割合が、全国及び全道を上回っている。

○

○

○

○

家で自分で計画を立てて勉強していると回答した
生徒の割合が、全国及び全道を下回っている。

◎
◎
◎ 基礎・基本の定着を図る指導の充実

家庭学習の習慣化に向けた取組の推進
放課後ふるびら塾の実施

【古平町の学力向上策】

言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動を
通じて、学校全体としてよく取り組んでいる。

学校質問紙

○

総合的な学習の時間で、課題の設定からまとめ・
表現に至る探究の過程を意識した指導をよくして
いる。

○

【学校質問紙調査】

総合的な学習の時間で、課題の設定からま
とめ・表現に至る探究の過程を意識した指導
をしたことにより、探究的な学習への意欲が
高まり、「総合的な学習の時間では、自分で
課題を立てて情報を集め整理して、調べたこ
とを発表するなどの学習活動に取り組んでい
る」と回答した生徒の割合が、全国を上回っ
たと考えられる。

○ 家で自分で計画を立てて勉強していると回答
した生徒の割合が、全国及び全道を下回って
いることから、保護者と一層連携して、家庭
学習の習慣化に取り組む必要がある。

■古平町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：12人）

【生徒質問紙調査】【教科全体の状況】

【分析】

○

○

数学では、「資料の活用」で全国に最も近くなって
いる。

国語では、「伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項」で全国に最も近くなっている。

言語活動について、国語科だけではなく、各
教科、道徳、総合的な学習の時間及び特別
活動等を通じて、学校全体として取り組んだ
ことにより、国語では、「伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項」で全道を上回り、
数学では、「資料の活用」で全国に最も近く
なったと考えられる。

教　　　科

生徒質問紙
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学習の時間及び特別活動を通じて、学校全体として取り組んでい

る（「よくしている」「どちらかといえばしている」）
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の過程を意識した指導をしている（「よくしている」「どちらかといえ

ば、している」）
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総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整

理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでい

る（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」）
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで
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【児童質問紙調査】

○ 算数では、「数と計算」で全国を上回り、「数量関
係」で全道を上回っている。

国語の指導として、家庭学習の課題（宿題）
を与えたり、授業やテストで間違えたところ
や、理解していないところについて、分かるま
で教えたりするなど、一人一人の児童が理解
できるように丁寧に指導したことにより、「国
語の勉強は好き」と回答した生徒の割合が、
全国を上回るとともに、国語では、全ての領
域で全国を上回ったと考えられる。

算数の指導として、計算問題などの反復練
習を行うなど、授業の充実を図ったことによ
り、算数では、「数と計算」で全国を上回った
と考えられる。

○

○ 「国語の勉強は好き」と回答した児童の割合は、
全国を上回っている。

【学校質問紙調査】

【分析】

◎

学校質問紙

【仁木町の学力向上策】

児童生徒の学力向上や適応指導の充実のため学校力向上支援員の配置◎
外国語指導助手（ＡＬＴ）の活用

「国語の指導として、家庭学習の課題（宿題）を与
えた」と回答した学校の割合が、全国を上回って
いる。

○ 「算数の指導として、計算問題などの反復練習を
する授業を行った」と回答した学校の割合が全国
及び全道を上回っている。

◎ 教育的配慮が必要な児童生徒に対し、個々に応じたきめ細やかな教育を進めるため特別支援教育支援員の配置

■仁木町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：２校、児童数：26人）

○

【教科全体の状況】

児童質問紙

○

○

教　　　科

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」で全国を上回っている。

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
る」と回答した児童の割合が全国を上回ってい
る。

○

◎ 家庭学習をサポートするｅラーニングシステムの活用
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先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していな

いところについて、分かるまで教えてくれていると思う

（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」）

国語の勉強は好き（「当てはまる」「どちらかといえば、当

てはまる」）
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■仁木町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：２校、生徒数：30人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

○

学校質問紙

○

○ 「数学の指導として、補充的な学習の指導を行っ
た」と回答した学校の割合が全国及び全道を上
回っている。

教　　　科

【生徒質問紙調査】

○

○ 数学では、「資料の活用」で全道を上回っている。

【学校質問紙調査】

教育的配慮が必要な児童生徒に対し、個々に応じたきめ細やかな教育を進めるため特別支援教育支援員の配置

【仁木町の学力向上策】

◎
◎ 児童生徒の学力向上や適応指導の充実のため学校力向上支援員の配置

外国語指導助手（ＡＬＴ）の活用

◎
◎ 家庭学習をサポートするｅラーニングシステムの活用

数学の指導として、補充的な学習の指導を
行い、一人一人の生徒が理解できるように丁
寧に指導したことにより、「先生は、授業やテ
ストで間違えたところや、理解していないとこ
ろについて、分かるまで教えてくれていると思
う」と回答した生徒の割合が、全国及び全道
を上回ったと考えられる。

国語の指導として、書く習慣を付ける授業を
充実させたことにより、「国語の授業では、目
的に応じて、自分の考えを話したり書いたり
する」と回答した生徒の割合が、全国を上回
るとともに、国語では、「書くこと」「読むこと」
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する
事項」で全国を上回ったと考えられる。

「国語の指導として、書く習慣を付ける授業を行っ
た」と回答した学校の割合が全国及び全道を上
回っている。

生徒質問紙

英語では、「聞くこと」で最も全国に近くなってい
る。

「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを
話したり書いたりする」と回答した生徒の割合が、
全国を上回っている。

○ 「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
ていると思う」と回答した生徒の割合が、全国及び
全道を上回っている。

○

○

国語では、「書くこと」「読むこと」「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国を上回って
いる。
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先生は、授業やテストで間違えたところや、理解し

ていないところについて、分かるまで教えてくれてい

ると思う（「当てはまる」「どちらかといえば、当ては

まる」）
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国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを

話したり書いたりしている（「当てはまる」

「どちらかといえば、当てはまる」）
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あまり行っていない 全く行っていない
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あまり行っていない 全く行っていない
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

「算数の授業の内容はよく分かる」と回答した児童
の割合が、全国を上回っている。

○

○ 「国語の指導として、補充的な学習の指導を行っ
たと回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

○ 「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
ている」と回答した児童の割合が、全国及び全道
を上回っている。

小・中学校の連携を強化し、教育の連続性の確保に向けた学校間の情報交流の促進◎
◎ 外国語指導助手を活用した生きた英語による児童生徒のコミュニケーション能力と国際感覚の養成

ＩＣＴ機器を活用した情報活用能力を育成する教育の展開◎

算数の指導として、実生活における事象との関
連を図った授業を行ったことにより、算数の「数
と計算」で全国を上回り、「図形」「数量関係」で
全道を上回ったと考えられる。

【余市町の学力向上策】

学校質問紙
○ 「算数の指導として、実生活における事象との関

連を図った授業を行った」と回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。

【学校質問紙調査】

■余市町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：４校、児童数：146人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

【児童質問紙調査】

○

教　　　科
○ 算数では、「数と計算」で全国を上回り、「図形」

「数量関係」で全道を上回っている。

国語では、「書くこと」「読むこと」で全道を上回って
いる。

国語の指導として、補充的な学習の指導を行う
とともに、児童が分かるまで丁寧に指導したこと
により、「先生は、授業やテストで間違えたところ
や、理解していないところについて、分かるまで
教えてくれている」と回答した児童の割合が、全
国及び全道を上回り、国語の「書くこと」「読むこ
と」で全道を上回ったと考えられる。

児童質問紙

○
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国語の指導として、補充的な学習の指導を行った（「当

てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」）
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算数の指導として、実生活における事象との関連を

図った授業を行った（「当てはまる」「どちらかといえ

ば、当てはまる」）
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎
◎

学校質問紙

【余市町の学力向上策】

ＩＣＴ機器を活用した情報活用能力を育成する教育の展開◎

○

外国語指導助手を活用した生きた英語による児童生徒のコミュニケーション能力と国際感覚の養成
小・中学校の連携を強化し、教育の連続性の確保に向けた学校間の情報交流の促進

○

「英語教育に関して、お互いの授業を見て指導方
法や指導内容を学び合うなどの連携を小学校とど
の程度行ったか」と回答した学校の割合が、全国
及び全道を上回っている。

■余市町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：３校、生徒数：135人）

「聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で
英語で問答したり意見を述べ合ったリする活動が
行われていたと思う」と回答した生徒の割合が、
全国を上回っている。

【教科全体の状況】

生徒質問紙

○

○

○

○

国語では、「伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項」で全国に最も近くなっている。

「ものごとを最後までやり遂げ、うれしかったことが
ある」と回答した生徒の割合が、全国及び全道を
上回っている。

○

【学校質問紙調査】

【生徒質問紙調査】

英語では、「聞くこと」で全国に最も近くなってい
る。

「国語の指導として、補充的な学習の指導を行っ
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

【分析】

教　　　科

国語の指導として、補充的な学習の指導を行っ
たことにより、授業改善が図られ、国語では、
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」で全国に最も近くなったと考えられる。

英語教育に関して、お互いの授業を見て指導方
法や指導内容を学び合うなどの連携を小学校と
行ったことにより、授業改善が図られ、「聞いた
り読んだりしたことについて、生徒同士で英語で
問答したり意見を述べ合ったリする活動が行わ
れていたと思う」と回答した生徒の割合が、全国
を上回ったと考えられる。

○
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国語の指導として、補充的な学習の指導を行った（「よ

く行った」「どちらかといえば、行った」）
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英語教育に関して、お互いの授業を見て指導方法や

指導内容を学び合うなどの連携を小学校とどの程度

行ったか（「よく行った」「どちらかといえば、行った」）
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

学級運営の状況や課題を全教職員の間で共
有し、学校として組織的に取り組んだり、全国
学力・学習状況調査の自校の分析結果につ
いて、学校全体で教育活動を改善するために
活用したりしたことにより、児童の学力向上が
図られたと考えられる。

「全国学力・学習状況調査の自校の分析結果につ
いて、学校全体で教育活動を改善するために活用
した」と回答した学校の割合が、全国及び全道を
上回っている。

○ 一人一人の児童が理解できるように丁寧に
指導したことにより、国語及び算数の一部の
領域で全国を上回ったと考えられる。

○ 家庭学習の取組として、学校では、児童に家
庭での学習方法等を具体例を挙げながら教
えたことにより、基礎的・基本的な学習内容
の定着が図られたと考えられる。

○

■赤井川村内小学校の状況及び学力向上策（学校数：２校、児童数：10人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

【児童質問紙調査】

○

教　　　科

国語では、「話すこと・聞くこと」で全国を上回って
いる。

○ 算数では、「量と測定」「数量関係」で全国を上回っ
ている。

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
る」と回答した児童の割合が全国及び全道を上
回っている。

○

【学校質問紙調査】

◎ 放課後や長期休業中における補充学習の充実
◎
◎

学校質問紙

【赤井川村の学力向上策】

全国学力・学習状況調査の結果やチャレンジテストなどを活用した学習指導の充実◎

○

実態や学校評価結果等から導き出された課題に即した学校改善プランによる数値目標の設定
ノート指導の徹底と基本的学習規律の定着

「学級運営の状況や課題を全教職員の間で共有
し、学校として組織的に取り組んだ」と回答した学
校の割合が、全国及び全道を上回っている。

「家庭学習の取組として、学校では、児童に家庭
での学習方法等を具体例を挙げながら教えた」と
回答した学校の割合が、全国及び全道を上回って
いる。
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全国学力・学習状況調査の自校の分析

結果について、学校全体で教育活動を

改善するために活用した
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家庭学習の取組として、学校では、児

童に家庭での学習方法等を具体例を挙

げながら教えた
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎ 放課後や長期休業中における補充学習の充実
◎
◎

学校質問紙

【赤井川村の学力向上策】

全国学力・学習状況調査の結果やチャレンジテストなどを活用した学習指導の充実◎
実態や学校評価結果等から導き出された課題に即した学校改善プランによる数値目標の設定
ノート指導の徹底と基本的学習規律の定着

国語の指導として、補充的な学習の指導をよ
く行ったことにより、学習内容の確実な定着が
図られ、国語科の授業が充実し、「国語の勉
強は大切だと思う」と回答した生徒の割合
が、全国を上回るとともに、国語の全ての領
域で全国を上回ったと考えられる。

○ 国語の指導として、補充的な学習の指導をよく
行っている。

■赤井川村内中学校の状況及び学力向上策（学校数：１校、生徒数：９人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙
○

【生徒質問紙調査】

○

教　　　科

○

○ 英語では、「聞くこと」「読むこと」で全国を上回って
いる。

「国語の勉強は大切だと思う」と回答した生徒の割
合が、全国を上回っている。

国語では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項」で全国を上回っている。

【学校質問紙調査】

数学では、「数と式」「図形」「関数」「資料の活用」
で全国を上回っている。

学習指導と学習評価の計画の作成に当たっ
ては、教職員同士が協力し合うとともに、全国
学力・学習状況調査の自校の分析結果につ
いて、学校全体で教育活動を改善するために
よく活用したことにより、国語及び数学では全
ての領域で全国を上回り、英語では、「聞くこ
と」「読むこと」で全国を上回ったと考えられ
る。

○

○ 全国学力・学習状況調査の自校の分析結果につ
いて、学校全体で教育活動を改善するためによく
活用している。

学習指導と学習評価の計画の作成に当たっては、
教職員同士がよく協力し合っている。

○
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全国学力・学習状況調査の自校の分析

結果について、学校全体で教育活動を

改善するために活用した
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